
ア ク リ ル絵具 材料研究

A Research of Acrylic Painting Material 

増 田 直 人
MASUDA Naondo 

This paper is a research of a college professor’s traveling fellowship project practiced at the 

GOLDEN Artist Colors Custom Laboratory in New York. 

The primary purpose of this research is to investigate functional properties of acrylic painting 

materials and their effectiveness as painting support. 

Additionally , this research could play an important role in understanding the relationship 

between the style of painting and the type of materials to be used, as well as constructing a 

systematic teaching method of acrylic painting for the fine arts college education. 

This report explains the process of making a painting suppo此 and an absorbent acrylic 

dispersion ground (which may be especially beneficial for 山dents because the material cost to 

make it is low in comparison with traditional supports and grounds) . 

本稿は、 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ゴー ル デ ン カ ス タ ム研究室で行 っ た教員研究旅費事業の研究報告で あ る 。

I 研究の 目 的
ア ク リ ル絵画 の新た な可能性 を 追求す る た め に、 ア ク リ ル絵具 の 機能特性 の研究 を 行 う こ と を 主 目

的 と す る 。

ま た本研究は、 表現 と 材料 の 本質的な理解 を 深 め る こ と に よ っ て、 大 学 の 美術専門教育 に お い て ア

ク リ ル絵画 を体系的 に指導す る た め の基礎研究 の役割 も 担 っ て い る 。
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II 本稿の概要

本稿で は、 ま ず ア ク リ ル絵具 を使用 し た新 た な仕上が り 効果 を求め、 「支持体」 と 「下地」の項 目

につ い て ア ク リ ル標準製品 の使用 方法の解説 を行 う 。 次に、 1 6～17世紀の宗教絵画 （黄金背 景 テ ン ペ

ラ画） な どに用 い ら れ る 石膏地 を ア ク リ ル絵具お よ び ア ク リ ル メ ディ ウ ム で代用 で き る の で は な い か

と い う 観点で本研究 を 進め る こ と に し た。 最後に、 石膏地 と ア ク リ ル下地の 吸収性の比較研究 を 行 い、

そ の結果に基づく本学での材料研究 レ ク チ ャ ーにつ い て と 、 制作 し た メ デ ィ ウ ム の可能性につ い て 述

べ た い。

支持体

「支持体J と は、 絵画の土台 こ と で あ る 。 一般に使われる 支持体には、 水彩紙、 綿キ ャ ン パ ス 、 麻

キ ャ ン パ ス 、 硬質繊維ボー ド 、 木製パネル、 合板、 ア ル ミ 、 イ ラ ス ト ボー ド な ど が あ る 。 長期保存に

耐 え る 作品 を つくる た めには、 制作に一番適 し た支持体 を 選ぶ必要があ る 。 今 回 ゴー ル デ ン の研究室

では、 こ れ ら の う ち 、 約50cm × 40cmの木製パネル を使用 し た。

木製パネル に綿キ ャ ンパ ス を 貼 り 付 け る

机上で行 う 方法 と 垂直に立てて行 う 方法があ り 、 立てて行 う 方法はサイ ズ の 大 き な パ ネ ルにキ ャ ン

パ ス を 貼 る H寺、 有効 と 考 え ら れ る 。

作業手順 ［机上で行 う 方法］

①平 ら な テー ブルにパ ネ ル を 載せ、 レ ギ ュ ラ ーゲルを 適量置く。

②刷毛で レ ギ、 ユ ラ ー ゲ ル を 均一に塗 る 。

（乾燥時間が早 い の で手早く作業 し 、 塗 り す ぎに注意す る 。 使用 し た刷毛は、 ウ エス な ど で レ キ、 ユ

ラ ー ゲル を 拭 き 取 り 、 水洗 い を行 う 。 ）

LL �· 

③ パ ネ ル の 上に綿キ ャ ン パス を被せ る 。

（キ ャ ン パ ス の左右 を 合わせ、 キ ャ ンパス の 中 心がパ ネルの 中 心に重な る よ う にす る 。 ）

④ 中 心 か ら 外に 向 け （イ ギ リ ス 国旗 を 描 くよ う に）、 こ ね棒や手刷 り 用 ロ ー ラ ー で レ ギ ュ ラ ー ゲル を

滑 ら かに広 げて空気 を 追 い 出 し 、 は み 出 し た ゲルはで き る だけ 取 り 除く。
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⑤キ ャ ン パ ス を 貼 り 付 け た パ ネ ル を 裏返す。

⑥キ ャ ン パ ス と パ ネ ルの 隙 聞に も 、 レ ギ ュ ラ ー ゲル を 塗 る 。

⑦作業が終了 し た ら 、 上にお も し な ど を 乗せ、 一晩乾燥 さ せ る 。

作業手II慎 ［垂直 に 立 て て 行 う 方法］

①パ ネ ル を 壁に固 定 す る 。 キ ャ ン パ ス に ジ エ ツ ソ を 塗 り 、 乾燥 さ せ る 。

②キ ャ ン パ ス の ジ ェ ッ ソ 塗付面 を パ ネ ルに貼 り 付 け る た め 、 ジ ェ ッ ソ 面 を 外側に し て巻 く 。

③巻い た キ ャ ン パ ス の 上端 を パ ネル上、 側面に貼 り 付 け る 。 （キ ャ ン パス の り し ろ の 余裕を 残す。 ）

④ パ ネ ル の 上部か ら 下方 へ ソ フ ト ゲル ・ グ ロ ス を 30cm塗 り 、 巻 い た キ ャ ン パ ス を 開 き な が ら ゲル を

塗 っ た 部分に貼 り 付 け る 。

⑤机上で行 う 作業手順 と 同 様に、 こ ね棒や手刷 り 用 ロ ー ラ ー でキ ャ ン パス 面 を こ す っ て余 分 な ゲル を

追 い 出す。 こ の 手 順 を 段階的にパ ネ ル の下方ヘ進 め る 。

⑥作業が終 了 し た ら 、 残 っ た縁 （へ り ） 部 分 を キ ャ ン パ ス 釘や ホ ッ チ キ ス で 固 定す る 。

⑦ゲルが乾燥 し た ら 、 裏面折 り 返 し 部分に も ソ フ ト ゲルで貼 り 付 け る 。 （長 さ は各 辺 5 cm程度。 ）
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下地

( 1 ) サ イ ズ

サ イ ズ と は、 多孔質の 支持体に対す る 絵 具 の 吸 い込み を 防ぐた めに塗 る 、 希釈材で 薄 め た 材料の こ

と で あ る 。

テ ン ペ ラ や油彩の場合、 腰が代表的で あ る 。 勝 を キ ャ ンパスや麻の表面に直接塗 り 、 繊維 を 補強 し 、

酸性の油絵具か ら 支持 体 を 保護す る 。

ア ク リルでは、 ア ク リル メ デ ィ ウ ム 、 ゴール デ ン GAC 100が油浸透防止に最 も 効果的で あ る 。 ま

た 、 ゴールデ ン GAC 400 で ウ サ ギ！！嬰 の補強効果 を 再現す る こ と がで き る 。

ア ク リ ル絵具 に お け る 支持体 に よ る 変色の防止

支持体によ る 変色 は、 ア クリル絵具や メ ディ ウ ム に起 こ り やす い 現象 で あ る 。 支持体がキ ャ ン パ ス

や麻、 木な ど の 多孔質で浸透性があ る 場合、 水分が乾燥過程でア クリル塗膜 と 支持体 の 聞 を 出 た り 入 っ

た り す る 平衡 状態にな る 。 そ の た め、 ホ コリや樹液、 でんぷん質 な と、 の 水溶性の不純物 を 支持体か ら

溶か し 出 し 、 ア ク リル塗膜に変 色 を 引 き 起 こ す。

多 く の場合、 ア ク リル絵具 は十分な量の顔料を含んでい る た め、 変 色 は 隠され て し ま う 。 し か し 、

透 明な グ レー ズや、 厚 く 塗 っ た透明な メ デ ィ ウ ム の膜では変色が 目 立つ こ と が あ る 。 ジ ェ ッ ソ だけ で

は支持体によ る 変色 を 止め る こ と は で き ず、 ゲルや メ デ ィ ウ ム も 種類によ っ て は支持体によ る 変色抑

止効果に差が で る 。

支持体によ る 変 色 の 防止 す る た めには、 GAC 100や グ ロ ス メ デ ィ ウ ム を 2 回以上支持体に直接塗

る こ と が最 も 効果的で あ る 。 乾燥後、 キ ャ ンパスに下塗 り を施せばさ ら に変色 の 可能性 を 低 く す る こ

と が 出 来 る 。

今 回 は 、 GAC 100 は 圏 内未発売 で あ る た め 予定 を 変 更 し て、 Polymer Medium （ 日 本 で は 商 品 名

「 グ ロ ス メ デ ィ ウ ム J ） を 用 い てサ イ ジ ン グ、 を 行 っ た。

写真は左か ら 、
グ ロ ス メ デ ィ ウ ム、
Po l ymer Med i um、

GAC 1 00 と 白 黒の紙

に た ら し たGAC 1 00。 悔nArtist Colors, I 
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作業手Ii国 ［綿キ ャ ンパ ス にサイ ズをひ く ］

① グ ロ ス メ デ ィ ウ ム を 塗 る 。

②均一に塗 り 、 l 晩乾燥させ る 。

作業手II目 ［ベニア にサイ ズをひ く ］

① グ ロ ス メ デ ィ ウ ム を 塗 る 。

（支持体によ る 変色 を 避 け る た めに、 2 度塗 り を 行 う 。 ）

②均一に塗 り 、 1 晩乾燥させ る 。

ア ク リ ル絵具 材料研究

アクリル絵具

アク リ ル プ ラ イ マー

サイ ズ （ グ ロス メディ ウ ム）

支持体

（注 ： グ ロ ス メ デ ィ ウ ム では、 ヤ ニ を 完全には止 め る こ と はで き な い。 今後、 木工用 の ヤ ニ止 め な

ど の検討が必要で あ る 。 ）

( 2 )  ア ク リ ル プラ イ マ ー

プ ラ イ マ ー （下塗 り ） は、 支持体に絵具が接着す る た め の土台にな る も の で、 支持体 と 上に乗せ る

絵具が確実に接着す る も の を 選ぶ必要があ る 。 現在は水性、 ア ル キ ド 、 油性、 ウ レ タ ン な ど の種 々 の

プ ラ イ マーがあ り 、 表面に描 画 で き る よ う にな っ て い る 。 油彩 プ ラ イ マ ーには乾燥が速く油 分 の 少 な

い絵具 を 、 ア ク リ ル絵具 プ ラ イ マーには ア ク リ ル ・ ジ エ ツ ソ を使 用 す る の が一般的で あ る 。 ま た、 他

の メ デ ィ ウ ム 、 ア ク リ ル絵 具 を 使用 す る こ と も 可能で あ る 。

ア ク リ ル絵具に適 し た プ ラ イ マ ー を 探す場合、 ま ず支持体に適 し た も の を見 つ け、 水性エマ ル シ ョ

ン 塗料 （絵画用 ア ク リ ル絵具 も そ の 一種） が乾燥 し た プ ラ イ マ ーに接着す る こ と を確か め る 必要 が あ

る 。

い ろ い ろ な メ デ ィ ウ ム で下地 を 作 る こ と が可能で あ る が、 こ こ で は パ ネ ルに ア ブ ソ ーベ ン ト プ ラ イ

マ ー下地 を 塗 る 方法 を 紹介す る 。

① グ ロ ス メ デ ィ ウ ム を塗 り l 娩乾燥させた パ ネ ル を 、 用 意す る 。

② ア ブ ソ ーベ ン ト プ ラ イ マ ー と 水 を 、 8 対 2 で混ぜ る 。

（ メ デ ィ ウ ム を 混ぜ、る 作業 は 泡立 つ て空気 を 取 り 込みやす い の で注意す る 。 空 の ア ク リ ル容器に 8

割 と 2 割 を マー ク す る と 量の 判断が簡単に行 え る 。 ）

- -』’
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③ 8 対 2 で混 ぜた メ デ ィ ウ ム を パ ネ ルに均一に塗 り 、 1 晩乾燥させ る 。

④ パ ネ ル の 表 面 を 耐水ペーパーで研磨す る 。

( 3 )  石膏地 と ア ク リ ル下地の 吸収性の比較

今回は、 最初に荒 い 目 の麻布 を勝で貼 り 乾燥させたパーテ ィ ク ル ボー ド に、 石膏 2 容量に対 し 惨 水

l 容量によ る 水性地塗 り 塗料 を 1 5層塗 り 、 更に乾燥させ鉄板で平滑に研磨 し た石膏地 を 用 い る 。

研究 を 始 め る に 当 た り 、 様 々 な メ デ ィ ウ ム の 中 か ら 、 ア ブソ ーベ ン ト プ ラ イ マ 一 、 モ デリ ン グペー

ス ト ・ ハー ド 、 モ デ リ ン グペ ース ト ・ ラ イ ト 、 サ ン ダブルジ エ ツ ソ 、 ジ ェ ッ ソ の 5 種類 を 選 ん だ。

（ ※ サ ン ダ ブル ジ ェ ッ ソ は 日 本未発売 の た め 、 今回 は検討 を 断念 し た 。 ）

次に、 グ ロ ス メ デ ィ ウ ム を 塗 り 一晩乾燥させたパ ネ ルに 4 種類の メ デ ィ ウ ム を塗 り 一晩乾燥させた

テス ト ピース を 4 枚制 作 し た。

テ ス ト は、 そ れ ら の テ ス ト ピースにア ク リル絵具 （ レ ギ ュ ラ ー タ イ プ、 フ ルイ ド ） を 水で溶 い た も

の を垂 ら し 、 表層の比較検討 を 行 っ た。

よ く 吸収 し て い る状態 （写真左） と 、 は じ い て い る状態 （写真右） の 違 い が は っ き り 見て取れ る。

表面 を 耐水ペーパーで研磨す る こ とにおいては 4 種類の メ ディ ウ ム の 中 で モ デリ ン グペース ト ・ ハ ー

ド と モ デ リ ン グペース ト ・ ラ イ ト の テ ス ト ピース が満足いく も の と な っ た。 石膏地 と 比較す る と 、 メ

デ ィ ウ ム の組み合わ せにつ い て は、 さ ら に検討 ・ 改善の余地があ る 事 が分 か っ た。 こ れにつ い て は、
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ゴールデ ンカス タ ム 研究室の技術指導者の見解 と 私 の 見解が一致 し た。

そ の結果、 2 種類の下地に絞 り 込み ゴールデンカス タ ム研究室が研究 を 行 っ た。 以下にそれ を 示す。

A. モ デリ ン グ ペ ー ス ト ・ ラ イ ト 、 モ デリ ン グペ ー ス ト ・ ハ ー ド 、 ジ ェ ッ ソ 、 水 を 、 1 : 1 : 1 : 1 

の割合で混ぜた メ デ ィ ウ ム を 4 層 塗 り 、 さ ら に表 面 を 耐水 ペ ー パ ー で研磨 し た パ ネル。

B. ア ブ ソ ー ベ ン ト プ ラ イ マ 一 、 ジ エ ツ ソ 、 水 を 1 ・ 3 ・ 1 の割合で混ぜた メ デ、 ィ ウ ム を 4 層 塗 り 、

表 面 を 耐水 ペ ー パ ー で研磨 し た パ ネ ル。

（以下、 Aの組み合わせで混ぜた メ デ ィ ウ ム をA メ デ ィ ウ ム 、 パ ネル を Aパ ネ ル、 B の 組 み 合 わ せ で 混

ぜた メ デ ィ ウ ム をB メ デ ィ ウ ム 、 パ ネ ル をBパ ネ ル と す る 。 ）

A パ ネ ル と Bパ ネルにア ク リル絵具 （ レ ギ ュ ラ ー タ イ プ、 フ ル イ ド ） を 水 で 溶 い た も の を 垂 ら し 、

表層 の比較検討 を 行 っ た。

〕竺竺 r B パネル

絵具が乾燥 し た 際、 A の 方 が よ り 繊細に表現す る こ と が可

能であ り 、 Eつ、 表面 を研磨す る のに適 し て い る 、 と 判 断 し

た。

以上 の比較結果 か ら 、 A （ モ デリ ン グペー ス ト ・ ラ イ ト 、

モ デリ ン グペース ト ・ ハ ー ド 、 ジ ェ ッ ソ 、 水 を 1 : 1 : 1 : 

1 に混ぜた メ デ ィ ウ ム を 4 層塗 り 、 表 面 を 耐水 ペ ー パ ー で研

磨 し た ピ ー ス ） の下地 を 本学での支持体お よ び下地 を 中 心 と

す る 材料研究 （以下、 材料研究） レ ク チ ャ ー で制作する こ と

に決定 し た。

A メ デ ィ ウ ム

A メ デ ィ ウ ム

A メ デ ィ ウ ム

A メ デ ィ ウ ム

グ ロ ス メデ ィ ウ ム

支持体 （パ ネル）

10 月 17 日 伏） 14時か ら 、 ゴ ー ル デ ン 社 会 長マ ー ク ・ ゴールデ ン 氏 を 招 き 、 本学研究棟 ロ ビーにて、

材料研究 レ ク チ ャ ー を 行 っ た。

レ ク チ ャ ー参加者か ら 希望者18名に、 モ デリ ン グペース ト ・ ラ イ ト 、 モ デリ ン グ ペ ー ス ト ・ ハ ー ド 、

ジ エ ッ ソ 、 水 を 、 1 : 1 : 1 1 の割合で混ぜた メ デ ィ ウ ム を 4 層塗 り 表 面 を 耐 水 ペ ー パ ー で研磨 し
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た パ ネ ル の 製 作 を行 っ て も ら っ た。

今 回 の 材料研究 レ ク チ ャ ー を行 う こ と で、 「 ア ク リ ル絵具は乾燥ス ピ ー ド が早くコ ン ト ロ ー ル し づ

ら い。 j 「表面 の 質感 が好 き にな れ な い 。 」 「変 色す る の で は な い か。 」 と い っ た ア ク リ ル絵具に対 す る

固定概念 を 持 つ 学生に、 ア ク リ ル絵具 の 正 し い知 識 と 表現 の 可能性 を 教 え る こ と がで き た。 吸収性の

あ る 下地に対 し て の評価 も よ く、 ア ク リ ルでの作品制作 を 行 う 学生がよ り 専 門 的 な 知 識 を 求 め る よ う

にな り 、 ア ク リ ルへ の 関心 も 高 ま っ た と 感 じ た。

(4) 石膏地 と ア ク リ ル下地 と の 吸収性の比較

A メ ディ ウ ム と 石膏地の 吸収性 の比較 を 行 っ た。 耐水ペ ー パ ー で研磨 し た表 面 はA メ デ ィ ウ ム よ り

石膏地の方が艶 の無 い 白 色で、 水 分 を 吸収す る 速度 も 勝 っ て い る 。 し か し 、 石膏地は 表面 を15層に し

て い る た め 制作に時間が掛か る こ と を 考慮すれば、 A メ デ ィ ウ ム 下地は短時間で制作可能な、 吸収性

に優れた ア ク リ ル下地 と い え る 。

A メ デ ィ ウ ム

( 5 )  考察 ・ 検討

こ れ ま で 4 種類 の メ ディ ウ ム を 比較 し 、 2 種類の組み合わせの メ デ ィ ウ ム A と メ ディ ウ ムBか ら 材

料研究 レ ク チ ャ ーには メ ディ ウ ムA を 選ん だが、 メ デ ィ ウ ムAは作業行程 を 出来 る だ け 少 な くす る た

め の 配慮があ り 、 石膏地同様 メ デ ィ ウ ム を15～20層塗 る こ と は可能で あ る 。

塗 り 重 ねにお い て も 、 モ デ リ ン グペ ー ス 卜 ・ ラ イ ト 、 モ デ リ ン グペ ー ス ト ・ ハ ー ド 、 ジ ェ ッ ソ 、

ア ブ ソ ー ベ ン ト プ ラ イ マ ー の 組み合わせは無数にあ る 。

最後に、 メ デ ィ ウ ム の塗 り 重ねの検討 と し て、 モ デ リ ン グペース ト ・ ラ イ ト 、 モ デ リ ン グペ ー ス 卜 ・

ハ ー ド 、 ジ ェ ッ ソ 、 水 を 、 1 : 1 : 1 : 1 の割合で混ぜた メ ディ ウ ム を 4 層塗 り 表 面 を 耐 水 ペ ー パ ー

で研磨 し た ピ ー ス に、 Bで使用 し た ア ブ ソ ー ベ ン ト プ ラ イ マ ー を 塗 り 重ね、 A と 比較検討 を 行 っ た 。

ア ブソ ーベ ン ト プ ラ イ マ ー を選ぶ理 由 と し ては、 水彩紙で し か で き なか っ た ス テイ ン技法や水彩技法

と 同 じ よ う な 効果が出せ、 様 々 な支持体 を優れた 吸収性下地に変 え る こ と がで き る メ ディ ウ ム だか ら

で あ る 。

64 



ア ブソ ー ベ ン ト プ ラ イ マ ー
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グ ロ ス メデ ィ ウ ム

支持体 （パ ネ ル）

ア ク リ ル絵具 材料研究

写 真 の 右 側 と 左側 で は 、 下地 と 絵具 の 際 の 違 いが見て取れ る 。 絵 具 を 垂 ら す時 の 筆 の 感触が独特の

も のにな り 、 吸収性に こ だわ る な ら 、 こ の塗 り 重ねが現時点 で の ベ ス ト だ と 考 え る 。

III 今後の課題

様 々 な メ デ ィ ウ ム の組み合わ せ の 中 か ら 下地 を 決め、 作 品 を 制 作す る 描 画材 を選択す る の は作家独

自 の感性にお い て と 考え る 。 し か し 、 ゴールデ ンカス タ ム研究室で本研究 を 行 な っ た こ と で材料の 本

質 的 な理解 を 深 め る こ と の 重 要 性 を 再確認す る こ と がで き た。

ア ク リル絵画の新 た な 可能性 を 追求す る た めには、 材料研究 を継続す る こ と 、 学 生 が制作 し た パ ネ

ルに描 画す る 中 で ど の よ う な 展 開 を 遂 げ、 効 果 を 上 げて いくか追跡調 査 を し 、 さ ら に、 用 い る 絵 具 の

種類や 状態の違 いによ っ て現 れ る 効果 の テ ス ト を重 ね る こ と 、 今 回 は扱 わ な か っ た 他 の メ デ ィ ウ ム を

使用 し た下地 の比較検討す る こ と が必要で あ る 。

ア ク リル絵具の描 画材 と し て の信 頼性 を 高 め る こ と は、 他 の 材料 と の 併用 も 含 め 、 新 た な ア ク リル

絵画の表現 を 確立す る こ と を 可 能 と さ せ る 。

本稿が ア ク リル絵具によ る 表現の 可能性の拡大につ な が る こ と を 願 い 、 今回、 深 い 理解 と 惜 し みな

い協力 を い た だ い た ゴールデ ンカス タ ム研究室お よ び タ ーナ一色彩株式会社 と 、 今後 と も 交流 を続 け、

ア クリル絵具の研究 を推進 し て行 き た い。

参考 ： ゴ ー ル デ ン発行 『孔JST PAINT』 Issue B 、 Issue 9 、 Issue I 0、 Issue 1 2 、

ゴ ー ル デ ンテ ク ニ カ ルイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 「補強 と 泊浸透防止J 、 「支持体の準備」
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